
 

 

 
 

 

 

『養護教諭の後ろ盾をつくる』  

 

静岡県養護教諭研究会顧問校長 金野 教之 

  

学校には、複雑で解決に時間を要する問題が山積していて、その解決に養護教諭が支援してく

れている姿をよく見かけます。適切な対応のためには、それを支える後ろ盾が必要です。日常の

指導ならば、担任の後ろに主任、生徒指導主事、教頭、校長で何重もの後ろ盾をつくって、最前

線の指導に安心感を与え、その力を発揮できるようにしますが、養護教諭はどうでしょうか。通

常の事案に比べ、命の最前線にもかかわらず、一人職、専門職であることから、けが、病気、ア

レルギーの対応に至るまで、養護教諭に多くの責任と負担を課しているのが現実です。 

「チーム学校」の中で、生徒・保護者対応のチームの複数化に比べ、子供の心身に緊急事態が

発生したときの対応チームの編成や機能が遅れている感があります。指示をすれば誠実に動いて

くれる教員は多くいますが、養護教諭の後ろ盾となれるほどの教員(チーム)の存在はなかなか耳

にしません。最終の責任は校長にありますが、養護教諭が持つ専門的な技能や知識を緊急の場面

で発揮してもらうための後ろ盾として、「応急処置ができるチーム」の存在が不可欠であると考え

ます。本校では設置していますが、心身の病、生徒指導、教育相談等の機能を保健室に持たせる

ならば、そこには対応ごとのチームの存在が絶対に必要です。一人職・専門職である養護教諭の

後ろ盾をつくらなければ、「チーム学校」は完成しません。養護教諭の複数配置の緩和、サポート

体制の強化に加え、「チーム保健室」の機能の充実について、声を大にして伝えていきたいと思い

ます。 
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地区紹介➀ 静岡地区  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡地区は、小学校 75 校（うち複数配置校 1 校）、中学校 37 校、小中一貫校６校、

国立県立私立学校８校、会員数 128 名で組織されています。「生きる力と豊かな心を育

む健康教育をめざして」を研修テーマとし、全体研修会を年３回、12 の地区ごとに分

かれての支部研修を年９回ほど開催しています。昨年度まで全体研修会は教育委員会

の主催と共催で行っていましたが、今年は共催が無く、半日分２回は静岡市養護教諭

研究会が主催することになっています。支部研修では、静岡型小中一貫教育を意識し、

中学校区ごとの課題解決に向けた健康教育の実践を充実させながら、執務の検討や情

報交換を行い、様々な課題解決につながっています。支部研修の内容は毎年発行して

いる「実践集録」にまとめ、年度末の全体研修会で報告会をしています。 

参考になる実践が多く、職務の明確化や標準化にもつながるため、 

実践事例の共有方法を模索しています。今後も互いに 

つながりを大切にして課題を解決し合い、時代の変化 

に対応した養護教諭としての専門性を高め合っていき 

たいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【たちばな 68 号編集委員会】 

【実践事例集 19 編集委員会】 

【調査研究委員会】 

【ホームページ編集委員会】 

      会員の皆様との相互理解が深まるよう、各委員長を中心に活動していきます。        

◎飛田 絵理   役員 沼津市立第四中学校 ○宮川 仁美 役員 静岡市立中島中学校 

杉山亜希子 役員 伊豆の国市立大仁小学校 小池美由貴 役員 富士宮市立山宮小学校 

柴﨑めぐみ 静東 東伊豆町立稲取小学校 滝 伊紅美 静岡 静岡市立清水駒越小学校 

大石 史織 静西 磐田市立豊岡南小学校 飛田奈美子 浜松 浜松市立東陽中学校 

◎秋澤 真里 役員 静岡市立大里中学校 ○大石 陽子 役員 裾野市立東中学校 

鈴木 教予 役員 藤枝市立青島小学校 木内 麗子 役員 富士市立吉原第一中学校 

岡田 夏美 静東 伊豆市立熊坂小学校 齋藤 直子 静東 三島市立北小学校 

里見  恵 静岡 静岡市立高松中学校 池尻 暁子 静岡 静岡市立清水辻小学校 

伊藤 郷子 静西 掛川市立西山口小学校 横山 真弓 静西 牧之原市立相良小学校 

野沢 信恵 浜松 浜松市立浜名小学校 

◎竹嶋 ゆか 役員 掛川市立桜が丘中学校 ○鈴木 充世 役員 浜松市立白脇小学校 

佐野 雅子 役員 富士宮市立内房小学校 小板橋詩子 静東 富士市立東小学校 

平出 紗弥 静岡 県立清水南高等学校中等部 小野まい子 静西 藤枝市立大洲小学校 

森本  萌 静東 裾野市立深良中学校 海野 帆南 静岡 静岡市立蒲原中学校 

鈴木 未央 静西 菊川市立菊川東中学校 内山 光恵 浜松 浜松市立積志小学校 

◎秋定 宏子 役員 浜松市立八幡中学校 ○関口  操 役員 袋井市立高南小学校 

藤原  睦 静東 熱海市立桃山小学校 泉 菜々子 静岡 静岡市立伝馬町小学校 

宮﨑都喜子 静西 湖西市立鷲津小学校 河野  藍 浜松 浜松市立雄踏小学校 

◎委員長 ○副委員長 

地区紹介② 田方地区  

田方地区は、伊豆市、伊豆の国市、函南町の３市町で構成され、小学校 17 校、中学

校６校、義務教育学校１校、会員数 24 名で学校保健部が組織されています。研修テー

マを、「子供の心と体を見つめ、成長を支える連携」として、市町別で研修を進めてい

ます。 

研修では、子供たちの健康課題を話し合い、日常執務、保健指導の情報交換、性教

育、保健関係確認事項の見直しや共通理解等、各校での実践を共有したり、校区や市

町で連携した取り組みを行うために計画を立てたりしています。毎回、研修会の最後

には、市町別研修内容を地区全体で共有して、健康教育力の向上を目指して 

います。 

今後も、田方地区の養護教諭同士が連携し、専門性を高め合っていくと 

共に、校内、家庭、地域、行政、学校医等との連携を 

視点にした取り組みを通じて、子供たちの生きる力を 

育む活動を積み重ねていきたいと考えています。 

 


